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昭
和
一
一
年
三
月
一
一
日
生

　
右
の
者
に
対
す
る
法
廷
等
の
秩
序
維
持
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
制
裁
事
件
に
つ
い
て
、
昭
和
四
五
年
一
二
月
二
四
日
神
戸
地
方
裁
判
所
が
し
た
決
定

に
対
し
、
本
人
か
ら
抗
告
の
申
立
が
あ
っ
た
の
で
、
当
裁
判
所
は
次
の
と
お
り
決
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
　
　
文

　
　
　
　
　
　
本
件
抗
告
を
棄
却
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
　
　
由

　
本
件
抗
告
申
立
の
理
由
は
、
申
立
人
本
人
及
び
申
立
代
理
人
樺
島
正
法
連
名
作
成
の
昭
和
四
五
年
一
二
月
二
九
日
付
抗
告
申
立
書
及
び
申
立
人
本
人

作
成
の
昭
和
四
六
年
一
月
一
五
日
付
抗
告
理
由
補
充
書
に
記
載
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
、
申
立
人
の
傍
聴
席
に
対
す
る
発
言
及
び
紙
片
を
撒

布
し
た
行
為
に
つ
き
制
裁
を
科
し
た
原
決
定
は
、
法
廷
内
の
表
現
の
自
由
、
被
告
人
の
正
当
な
表
現
行
為
を
不
当
に
圧
迫
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
廷
等

の
秩
序
維
持
に
関
す
る
法
律
及
び
刑
事
訴
訟
法
並
び
に
憲
法
の
趣
旨
に
反
し
許
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
取
消
を
求
め
る
と
い
う
の
で
あ
る

が
、
右
申
立
書
及
び
補
充
書
の
記
載
自
体
か
ら
は
果
し
て
右
法
令
の
如
何
な
る
条
項
に
違
反
す
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
な

い
け
れ
ど
も
、
そ
の
主
張
か
ら
推
測
す
る
と
、
法
廷
等
の
秩
序
維
持
に
関
す
る
法
律
に
違
反
す
る
と
い
う
の
は
本
件
申
立
人
の
行
為
が
同
法
二
条
一
項

の
行
為
に
該
当
し
な
い
と
い
う
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
憲
法
に
違
反
す
る
と
い
う
の
は
法
廷
等
の
秩
序
維
持
に
関
す
る
法
律
が
憲
法
二
一
条
の
表
現
の

自
由
を
保
障
す
る
規
定
に
違
反
す
る
と
い
う
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
刑
事
訴
訟
法
に
違
反
す
る
と
の
主
張
は
刑
事
訴
訟
法
の
如
何
な
る
条
項
に
違
反
す

る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
か
は
全
く
不
明
確
で
あ
る
か
ら
、
刑
事
訴
訟
法
違
反
の
語
を
用
い
て
も
、
法
廷
等
の
秩
序
維
持
に
関
す
る
法
律
五
一
条
一

項
に
い
う
法
令
違
反
の
主
張
と
は
い
え
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
一
件
記
録
を
調
査
し
た
う
え
、
右
抗
告
理
由
に
つ
き
順
次
検
討
す
る
。



　
ま
ず
、
申
立
人
の
行
為
が
法
廷
等
の
秩
序
維
持
に
関
す
る
法
律
に
違
反
す
る
と
の
点
に
つ
き
案
ず
る
に
、
原
決
定
の
認
定
し
た
事
実
に
よ
れ
ば
、
申

立
人
本
人
は
、
昭
和
四
五
年
一
二
月
二
四
日
午
前
一
〇
時
の
本
人
に
対
す
る
建
造
物
侵
入
、
威
力
業
務
妨
害
、
器
物
損
壊
被
告
事
件
の
神
戸
地
方
裁
判

所
二
一
号
法
廷
に
お
け
る
第
一
回
公
判
期
日
の
審
理
に
際
し
、
裁
判
長
の
再
三
の
制
止
を
無
視
し
て
傍
聴
席
に
向
っ
て
「
被
告
人
会
議
を
開
く
」
等
の

発
言
を
三
回
繰
返
し
た
り
、
予
め
用
意
し
た
多
数
の
紙
片
を
傍
聴
席
に
向
っ
て
撒
布
す
る
等
し
た
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
右
被
告
申
立
人
の
行
為
は
法

廷
等
の
秩
序
維
持
に
関
す
る
法
律
二
条
一
項
に
い
う
不
穏
当
な
言
動
で
裁
判
所
の
職
務
の
執
行
を
妨
害
し
、
か
つ
裁
判
所
の
威
信
を
著
し
く
害
し
た
も

の
に
該
当
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
旨
に
出
た
原
決
定
に
は
何
ら
前
記
法
条
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た
違
法
は
な
い
か
ら
、
右
所
論

は
で
き
な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
法
廷
等
の
秩
序
維
持
に
関
す
る
法
律
が
憲
法
二
一
条
に
違
反
す
る
と
の
点
に
つ
き
案
ず
る
に
、
表
現
の
自
由
が
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
人
権

と
し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
法
の
支
配
、
法
の
優
位
を
基
盤
と
す
る
民
主
社
会
に
お
い
て
は
、
法
の
権
威
の
確
保
は
、
法

の
具
体
的
な
宣
明
を
そ
の
使
命
と
す
る
裁
判
の
行
な
わ
れ
る
べ
き
法
廷
等
の
秩
序
の
維
持
及
び
裁
判
の
威
信
な
く
し
て
は
、
と
う
て
い
所
期
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
右
法
律
に
よ
っ
て
裁
判
所
に
属
す
る
権
限
は
、
直
接
憲
法
の
精
神
す
な
わ
ち
司
法
の
使
命
と
そ
の
正
常
適
正
な
運
営
の
必
要
に
由
来
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
廷
に
お
け
る
裁
判
所
の
職
務
の
執
行
を
妨
げ
、
ま
た
は
裁
判
の
威
信
を
著
し
く
害
す
る
よ
う
な
不
穏
当
な
言
動
は
、
憲
法
上
保

障
さ
れ
た
表
現
行
為
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
に
対
し
制
裁
を
科
す
る
法
廷
等
の
秩
序
維
持
に
関
す
る
法
律
は
表
現
の
自
由
を

保
障
し
た
憲
法
二
一
条
に
違
反
す
る
も
の
と
は
解
せ
ら
れ
な
い
。
右
所
論
も
採
用
し
が
た
い
。

　
そ
し
て
、
記
録
を
検
討
し
て
も
原
裁
判
所
の
訴
訟
指
揮
に
は
何
ら
違
法
不
当
の
か
ど
は
な
く
、
本
件
抗
告
は
理
由
が
な
い
か
ら
、
法
廷
等
の
秩
序
維

持
に
関
す
る
規
則
一
八
条
一
項
に
よ
り
こ
れ
を
棄
却
す
る
こ
と
と
し
、
主
文
の
と
お
り
決
定
す
る
。
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